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背景と目的

所管ごとの教育方法の違いにより、知識のばらつきが発生

対応の質に差が生じている

知識の統一化による標準化を目指す



教育方法の見直し

必須知識の洗い出しと優先順位付け

共通教育資料の作成

教育前後のテストによる効果測定
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スケジュール

月 内容

6月 共通項目抽出・委員会で意見交換

7月 研修計画の確認

8月 講師選定・資料作成

9月 講習会開催・WEB配信開始



必須知識として焦点化した三項目

高額療養費制度

自立支援医療制度

マイナ保険証
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勉強会の資料



知識習得がもたらす影響と考察

対応への自信が生まれました

職員自身の「自負」につながり、次の業務へのモチベーションがUP

職員の成長だけでなく、患者満足度の向上にも寄与

職員の意識改革と組織力強化の一環



アウトカム
ムラの改善
・異動時の対応力向上

・説明の質の均一化

ムダの削減

・OJT効率化・教育コスト削減

ムリのない教育

・教育資料の継続的な改善と
アップデート体制の構築



まとめ

5病院全体での知識・対応力の底上げ

管理課職員の対応力が患者満足度に直結

今後も自負を持って継続的な知識向上を目指す


